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概    要 本研究では，自閉症スペクトラム障害（ASD）のある人の過去の成功経験を想起
させ自信を高めることで，負のフィードバックに基づく行動制御を促進する手法を提案する。今年度は，
蓄積した日記の中からテキストマイニング技術を応用して成功経験に関する日記を抽出する電子日記
システムの試作版を開発した。また，電子日記システムの利用が行動制御に及ぼす影響を検証するため
の検査課題の開発を行った。検査課題は，自己や他者の表情をフィードバック刺激とした確率学習課題
に対戦ゲーム形式で取り組ませるものであった。11－17 歳までの定型発達児 14 名，ASD 児 4 名を対
象に課題を実施したところ，フィードバックを行動制御に適切に反映できていない事例が確認された。
今後，被験者を増やし，本課題の検査課題としての妥当性を確認する必要がある。 
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発達障害者は定型発達者と比べると，負のフィ
ードバックに過敏に反応してしまい，行動の制御
に運用するのが難しい。例えば，大杉（2009）は
知的障害のない自閉症スペクトラム障害（Autistic 
Spectrum Disorder: ASD）のある人が働いている
職場において，彼らの就労態度に関する周囲の評
価を聴取した結果，負のフィードバックに対する
過敏性をうかがわせる次のような意見が得られた。
「自尊心が傷つきやすく，引きこもったり，反対
に攻撃的言動で自衛しようとする」「自己肯定感が
著しく低く，だれにでもある何でもないミスでも
自信を喪失する」などである。負のフィードバッ
クは行動の制御を促す情報であるにもかかわらず，
発達障害者は負のフィードバックに対して感情的
に反応するのに終始し，行動の制御に利用できな
いことが多い。 
発達障害者の社会適応を促す上で，彼らの負の
フィードバックに対する感情的反応を抑制する介
入方法を開発することは意義がある。このような
介入方法の例として，Takezawa et al.（2011）は
成功経験に関する日記を読むことで自信を向上さ
せ，負のフィードバックに対する感情的反応を抑
制する介入方法を提案している。成功経験とは，
達成感を感じた経験（達成経験）や人との絆を感
じた経験（親和経験）を含む。井上ら（2010）は
認知症者を対象にこの介入を試行し，自信の向上
を確認している。 
そこで，本研究では発達障害者の負のフィード
バックにより喚起される不安を抑え，行動制御を
促す介入として，過去の成功経験を想起させるこ
とで自信を高める手法を提案する。そして，成功
経験の想起が負のフィードバックに対する過敏性
を抑え，行動制御を促すことを確かめることを目
的とする。これらの目的を達成する予備段階とし
て，本年度は次の 2 つの目標を設定した。①過去
の成功経験を想起する支援ツールを開発する。②
負のフィードバックを利用した行動制御を評価で
きる実験課題を開発する。①において，発達障害
者は経験の想起が難しいことが報告されているた
め，自信を高める経験を日記として記録・想起さ
せる支援ツールを開発する。②において，フィー
ドバックを利用した行動制御を評価する課題とし
て従来，利用されてきた課題に確率学習課題があ
る。本研究ではフィードバック刺激として他者の
表情（喜び，悲しみ）を用い，日常生活に近い状
況における行動制御を評価できる課題を開発する。
 
 
【目標①に関する内容および成果】 
過去の成功経験の想起を支援するツールとして，
電子日記システムの開発を進めている。このシス
テムは，その日の印象に残った経験を日記として
記録させ，その経験から「どの程度，達成感を感
じたか」「どの程度，人とのつながりを感じたか」
をユーザーに 5段階で評定してもらうものである。
システムにアクセスするとこれまでに蓄積した日
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記の中から，前述の評定値が高かった日記が抽
出・呈示され，成功経験の想起を促す。現在，図 1
のように WEB 上で日記を記録・参照できるシステ
ムを構築し，インターフェースの官能評価を実施
している。今後，システムの利用を通して，成功
経験が記録された日記を抽出するためのテキスト
マイニング技法を開発する必要がある。 
 
 
 
図 1．電子日記システムの画面例 
 
【目標②に関する内容および成果】 
 11－17歳までの定型発達児 14名（定型群），ASD
児 4 名（ASD 群）を対象に，図 2 で示す自己や他
者の表情をフィードバック刺激とした確率学習課
題に対戦ゲーム形式で取り組ませた。具体的には，
画面に呈示される 2 枚のカードのうち，ボタン押
しによっていずれかを選択すると，選択したカー
ドがめくられ，自分の喜び表情，悲しみ表情，対
戦相手の喜び表情，悲しみ表情のいずれかが呈示
された。このうち，自分の喜び表情と相手の悲し
み表情は正のフィードバック（加点）を意味し，
自分の悲しみ表情と相手の喜び表情は負のフィー
ドバック（減点）を意味した。カードは，これら
のいずれかの表情が約 70％の確率で出現する 4 種
類であった。つまり，加点のフィードバックが高
確率で出現するカードと減点のフィードバックが
高確率で出現するカードがそれぞれ 2 種類ずつあ
った。 
図 3 のように，前試行のフィードバックの種類
別に，各選択肢の選択率を算出したところ，前試
行で負のフィードバックが出現した場合（図中の
“前試行が敗北”）でも，ASD 群は定型群と同程度
の確率で加点のフィードバックが高確率で出現す
る選択肢（図中の“勝率高”）を選択できていた。
しかし，図 4 に示したように 4 名中 1 名の ASD 児
について加点のフィードバックが高確率で出現す
る選択肢（図中の“勝率高”）の選択率が課題ブロ
ックの進行に伴い低下していた。今後，この現象
の再現性の高さを確認し，フィードバックに基づ
く行動制御を評価できる課題としての妥当性を検
証する必要がある。 
 
 
 
図 2．検査課題の流れ 
 
 
図 3．前試行の結果別，選択肢別の選択率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4．課題の進行に伴う選択率の推移
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